
 

 

 

 

 

「小学校につながる確かな学びの基礎を培う」幼稚園 

  

躍動の 6 月 

梅雨の候、雨に光る緑が美しい季節となりました。 

5 月 28 日（日）の日曜参観では、子どもたちとの触れ合

い活動にご協力いただき、ありがとうございました。 

さて、今月は、幼児期ならではの子どもたちの姿をご紹

介しましょう。魅力的な子どもたちの姿に拍手を送ります。 

 「第三牧場
・ ・

、楽しかったなぁ」 

年少児は、本学園の第三グラウン

ドへ行って「遠足ごっこ」をしました。

年少児は「遠足って何？」を理解す

るため、事前に写真を見ながらイメ

ージを膨らませていきます。園庭の

約三倍の広さがあるので「何をして遊ぼうかな？」から少し

ずつ話し合いました。往復には憧れの園バスにも乗ります。 

それはそれは楽しみで、当日は大興奮！でした。お天気

にも恵まれ、さわやかな風にのってシャボン玉が最高でした。

築山を滑り降りたり、トンネル、滑り台でも存分に遊びました。 

そして、次の日の会話が、冒頭の「第三牧場、楽しかっ

たなぁ」です。「牧場？」。教職員はそれを聞いて大笑いし

ました。何て素敵なことでしょう。きっと牧場に行った経験が

あるのでしょう。広いグラウンドと関連付けて、上手に「牧場」

を使いましたね。子どもの言語力には感心させられます。 

因みに園庭は「第一牧場」？高校のグラウンドを「第二牧

場」にして、何を飼おうかな・・・。思わず、大人も想像力を

働かせて会話が弾んでしまいました。楽しいですね。 

 

 「メモ」する知恵 
‐ 忘れたらあかん ‐ 

年長児は、5 月 24 日（水）から、

TRIAXIS 東住吉での「水泳教室」が始まりました。もちろん

子どもたちは、待ちきれないほど心の準備はできています。

次は、持ち物の準備です。水着やキャップ、ゴーグルなどの

準備物を確認する中で、「いっぱいあるな」「忘れたらあか

んな」というつぶやきが出始めました。ここで保育者は、「じ

ゃあ、忘れないためにどうしたらいいかな？」と問いかけると、

「ママにお願いする」が第一声。その後は？？。そこで、「こ

こに紙があるけど」とヒントを出すと、「もらっていい？」と次々

に紙をもらいに来ました。 

生活の中で必要を感じて、メモする「知恵」と出会いまし

た。「忘れないために」まだまだおぼつかない文字や絵図を

駆使した「メモ」ができました。 

このように、幼児期の学びは、日常生活で必要感のある

場面で、文字や記号などを獲得していきます。そのチャン

スを見逃さない保育者の発問もすばらしい！ですね。この

ようにして、小学校の「連絡帳」へとつなげていきます。 

ことばの力  からだの力  こころの力 

城南学園幼稚園  園長 太田友子  令和５年５月３１日 

『ちょこっとサロン』から 
 

今年から、誕生会の後に 30 分間

ほど、保護者の皆さまと直接お話

する機会をいただいています。 

4 月は、子育て事情をお聞かせいただきました。 

どなたもご家庭での事情？をざっくばらんにお話され、

皆さん聞き入っておられ、同感してうなずかれる様子が

大変印象的でした。 

「最初は緊張しましたが、園長先生と面と向かってお話

する機会は普段ないので有意義な時間でした」 

「各ご家庭の子育てスタイル…なかなかお尋ねするこ

とができないカテゴリーですが、サロンという場を設けてい

ただいたことで、様々な形を知り得ることができて、貴重な

時間を過ごすことができました。情報源が、習いごとやバ

ス待ちの時間というのもなるほど！と勉強になりました。同

じクラスの決まった保護者さんだけでなく、クラスや学年を

越えての交流の場は今までなかったので、新鮮な気持ち

で帰宅できました。」などのお声をいただきました。 

また、ある保護者の方から「以前園長先生が『子育て

相談の相手が最近はスマホになっている』と話されたと

き、まさに自分のことだとドキッとしました。実は仕事との両

立で、他の方々との関係づくりに全く余裕がなかったので

す。でもそこから、習いごとや地域のスポーツなどで意識

して関係づくりを少しずつして、今では多くの方々とつなが

れてよかったと思っています。」と、お伝えいただきました。

スマホが相手でいけないのではなく、スマホ以外にも相

談相手があることで、親自身が安心して子育てに向き合

えるのではないでしょうか。子育て事情はそれぞれです

が、皆さんの元気がいちばんだと思っています。 

 

5 月は、園長からベネッセの「幼児の生活」に関する調

査結果をお知らせし、その後お話いただきました。 

「叱ってばかりです」「矯正的教育観、それ私です！」

「一人で子育てしているので感情的になってしまって！」

「毎日爆発してしまいます」「怒っている私を見て、顔色を

見るようになって…」など、皆さん、本当にざっくばらんに

子育て事情をお話くださいました。生活を共にする「家族」

は、感情のぶつかり合いです。私も怒ってばかりでした。 

こうして皆さんのお話を聞かせていただく中で、皆さんも

一緒なんだと気が楽になったり、少しはリセットしてみたり

…。「一人っ子なので教えてください。皆さん、家に帰って

からどうされていますか？我が家はお菓子食べてテレビ

見て、だらだらなんです。」のご質問に、「うちも一緒です。

お片付けもしません！」で大爆笑でした。幼稚園で頑張っ

てます！だらだら大賛成！ 

6 月も開催します。ざっくばらんにお話をしたり聞いたりし

て、気楽になりましょう。お待ちしております。 


